
 

 

［成果情報名］土着天敵ヒメハナカメムシ類は光反射率の高い青色粘着板で効率的に捕捉

できる 

［要約］青色粘着板の裏地に白色プラスティック板を貼り付け、光反射率を高くした粘着板

では裏地なしの粘着板より多くのヒメハナカメムシ類成虫が捕獲される。本成果は重要な

土着天敵であるヒメハナカメムシ類の効率的な捕獲法に応用できる。 
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［背景・ねらい］ 

近年、昆虫の視覚に対する行動反応研究から昆虫が異なる色の境界部分に多く定位する

ことが知られてきており、対象昆虫類を効率的に捕獲する方法やトラップの開発が行われ

ている。そこで、本研究では昆虫の色彩に対する定位反応を利用して、有力な土着天敵で

あるヒメハナカメムシ類の定量的・効率的な個体数調査方法の開発を行う。具体的には、

これまでに調査実績のある青色粘着板を用いたトラップの捕獲数増強を目的として、粘着

板に視覚コントラストとしてプラスティック板を貼り付けた「白色板貼付」、「黒色板貼

付」、「裏地なし（青色粘着板のみ）」の間で捕獲数を比較する。また、粘着板内の捕獲

位置や粘着板の光反射率の測定から捕獲数の異なる原因を解明する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ヒメハナカメムシ類は白色板貼付＞裏地なし＞黒色板貼付粘着板の順に多く捕獲され

る（図 1）。白色板貼付では裏地なしと比較して捕獲数が 64％増加する。 

２．白色板貼付と裏地なし粘着板では粘着板の中心部よりも周縁部に有意に多く捕獲され

る（図 2）ことから、ヒメハナカメムシ類は粘着板の周縁部（＝異なる色の境界部分）

に定位することが示唆される。 

３．白色板貼付と裏地なし粘着板で中心部と周縁部の捕獲割合に有意な違いはなく（対数

線型モデル, p > 0.05）、白色板貼付粘着板の捕獲数増加に縁取りによる視覚コントラ

ストの関連は認められない。 

４．白色板貼付粘着板は紫外域から赤外域を含む波長域で他 2 種の粘着板より光反射率が

高い（図 3）。特に紫～青～緑色の波長域（400-550nm）では光反射率の差が大きく、

裏地なし粘着板より 58.3％反射率が高い。これは白色板貼付粘着板に用いた白色プラ

スティック板が透けて光を反射したことによると考えられる。この高い光反射率によっ

て白色板貼付粘着板が他 2 種の粘着板より明るくなり、捕獲数が増加したと推察され

る。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果によってより効率的にヒメハナカメムシ類を捕獲するトラップなどの技術開発

に応用できる。 

２．本研究で捕獲されたヒメハナカメムシ類 478 個体のうち分子同定によりナミヒメハナ

カメムシ 54 個体、コヒメハナカメムシ 162 個体が同定された。種ごとの色彩への反応

や粘着板への定位位置については今後検討する必要がある。 

３．本成果に用いた青色粘着板は IT シート（サンケイ化学(株)製）であり、他の青色粘

着板製品については検討していない。 

  



 

 

［具体的データ］ 
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図 1 白・黒のプラスティック板を貼り付けた

青色粘着板と裏地なし粘着板によるヒメハナ

カメムシ類成虫の捕獲数 . 

異なる英小文字間には有意差あり（一般化線型モデ

ル（＝GLM）後全ペアで多重比較 , p < 0.001） . 調査

には ✕12 12cm のプラスティック板（白・黒、厚さ

0.2mm）に 10✕10cm の青色粘着板を貼り付けたもの

を使用 . 図中の太線は中央値 . 箱の上部と下部はそ

れぞれ第三四分位点と第一四分位点 . 

図 3 青色粘着板 3 種の波長別光反射率 . 

簡易型拡散反射測定システムによって計測 . 

光反射率の測定は粘着板の任意の 3 箇所で行

った . 各種粘着板の光反射率は 3 枚の測定値

の平均 . 白色板貼付粘着板は 300-800nm の範

囲で他の 2 種粘着板より光反射率が高い . 

図 2 青色粘着板 3 種における周縁

部と中心部（右図参照）のヒメハナ

カメムシ類成虫の捕獲数 . 

図中の p 値は GLM の結果を示す . 白色板

貼付と裏地なしでは粘着板の中心部より

も周縁部の誘殺数が有意に多い . 
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